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「科学する空」で検索

＜今⽇の資料＞＝ HP上で公開中

or

QRコードから
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⼩林 悠介
こばやし ゆうすけ

l 教職歴：5年⽬(物理)
l 気象予報⼠(No.10530)
l 理科がとにかくすき

いいの
三重県⽴飯野⾼等学校教諭

⾃⼰紹介
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よそではあまり聞けないような話をしようかと思います

理科教育の実践をお話ししようかと思っていましたが…
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初の書籍出版 2019年
個⼈→個⼈出版対象準GP受賞

気象予報⼠登録

2022年
2020年

2017年

2025年

2019年

三重⼤学⼊学あ2014年
物理漬けの⽇々 科学する空を公開

気象現象・概況の発信を開始

飯野⾼校で勤務

東レ理科教育賞
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初の書籍出版 2019年
個⼈→個⼈出版対象準GP受賞

気象予報⼠登録

2022年
2020年

2017年

2025年

2019年

三重⼤学⼊学あ2014年
物理漬けの⽇々 科学する空を公開

気象現象・概況の発信を開始

飯野⾼校で勤務

東レ理科教育賞

5年間の教員⽣活を振返りながら

今の学校教育に
普遍的に求められることを

考察したいと思います
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物理から気象学へ興味が広がる
■電磁気学
Maxwell⽅程式はベクトル解析で記述される

2017年9⽉ ⼤学3年⽣

■気象学
NS⽅程式はベクトル解析で記述される



82017年9⽉ ⼤学3年⽣

やがて空の観察が⾯⽩くなる
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せっかく写真を撮るんだからブログ版科学する空
としてアウトリーチを開始

2017年9⽉ ⼤学3年⽣
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⼤気で⽣じる現象(雲・虹・雷)のアウトリーチを開始
2017年9⽉ ⼤学3年⽣

2024年12⽉24⽇2024年8⽉25⽇



112017年9⽉ ⼤学3年⽣

カレンダーにしてその⽇の記録を残す

現在8年⽬ 記事数2700突破
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この分野にしてはまあまあのアクセスがある

2017年9⽉ ⼤学3年⽣
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箔をつけたいので気象予報⼠試験をうける

2019年8⽉ ⼤学院⽣

↑合格までの戦略を公開してます↑
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三重県⽴飯野⾼等学校で勤務開始

2020年4⽉ 教員⽣活スタート

応⽤
デザイン科

英語コミュニ
ケーション科
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情報発信の場を
ブログからホームページ

に移⾏しよう



182020年4⽉ 教員⽣活スタート

ホームページを開設
l HPビルダーなどは費⽤が⾼い
→HTMLの⽂法を勉強して
⾃⼒で作ろう
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当時のメモ→

2021年 「科学する空」を使って本を作りたくなる

⼀番やりたいこと
→商業出版

そのためにやらな
いといけないこと
→⾃費出版



202021年 「科学する空」の情報発信が溜まってくる

1000 部 印刷で 200万円以上 かかる

無理無理



212021年  「科学する空」を使って本を作りたくなる

価格も⾃分で設定できる
(マイページリンク)



222022年 書籍出版



232021年  「科学する空」を使って本を作りたくなる

半年後



242022年 出版
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「科学する空」としての活動が評価されるようになってきました

その後もいろいろやる
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l 2024年 東レ理科教育賞・企画賞

l 2025年東レ理科教育賞「気象現象の観察と教材の開発」
l三重県からは
22年ぶりの受賞

l「科学する空」として
の活動が評価された

その後もいろいろやる
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ふりかえると全⼒で理科を楽しんだ
5年間でした

無理やり今⽇の話をまとめますw

まとめにかえて
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学習指導要領の変遷をふりかえる＜昭和から平成へ＞

まとめにかえて

昭和33〜35年改訂
(1958〜1960)

昭和43〜45年改訂
(1968〜1970)

昭和52〜53年改訂
(1977〜1978)

平成元年改訂
(1989)



31まとめにかえて

学習指導要領の変遷をふりかえる＜平成から令和へ＞
平成10〜11年改訂

(1999〜2000)

平成20〜21年改訂
(2008〜2009)

平成29〜30年改訂
(2017〜2019)

学習指導要領は時代ごとに
姿を変えてきた

結局、教師に求められて
いるものは何か
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⾃分の教科を愛し、その魅⼒を伝える こと

まとめにかえて

• 教科の中⼼的なおもしろさを、
⾃分の⾔葉や⽣き様で語る姿に
⼦どもたちは⼼を動かされ、
学びに向かうと信じています。
あ

• 変わり続ける教育の中で、普遍的に
求められるものが、
このような姿勢ではないでしょうか

卒業論⽂ポスターセッションの様⼦(2024)


